
研究概要：
IoTデバイス/センサーの普及とIoTアプリケーションの登場により，
スマートシティプロジェクトの発展が加速している．その背景で，
デバイス/アプリケーションが生成する膨大な量のエッジデータが
現在問題視されつつある．

現在、クラウドデータセンタが生成されるデータを一括で処理す
るシステム（クラウドコンピューティング）が多く採用されてい
るが，クラウドコンピューティングは，自動運転システムやリア
ルタイム監視システムなどの一部のアプリケーションのリアルタ
イム性能を阻害する問題を抱えている．

そこで，デバイスやデータソースの近く，つまりエッジノードで
処理するエッジコンピューティングという概念が生まれた．エッ
ジコンピューティングは，エッジノードでの処理能力が（データ
センターのサーバに比べて）限られており，エッジノードでの処
理能力を増強するために，計算またはタスクの適当なエッジノー
ドにオフロード（移行）戦略を採用している．

本研究では，高性能エッジコンピューティングをサポートするた
めの深層強化学習ベースの動的オフロードメカニズムの開発を
行っている．

高性能エッジコンピューティングにおけるRLベースの動的オフロードメカニズムの開発

RL-based Offloading Mechanismタスクの送信

オフロード先
の問い合わせ

オフロード先の決定

20GJK01 井手 慎太郎 指導教員：B. O. Apduhan教授

研究概要：
昨今、企業が不当な利益を得るために商品を購入して

いないユーザに書かせる「フェイクレビュー」の存在に
よりWEBサイトの信頼度が低下する事象があります。
これを防ぐためフェイクレビューを正確に検知する手法
が必要となります。しかしレビューは主観的なものであ
り本物かどうかはレビュアーのみにしかわからず検知が
非常に難しいです。

本研究ではフェイクレビューは真のレビューと異なる
特徴を持つという仮説の下、異常なデータ点を見つける
異常検知という手法によりフェイクレビューを検知しま
す。本研究ではレビューテキスト、レビュアーの行動、
レビュアーグループの行動、レビューのメタデータを利
用し、これらを組み合わせることでより正確な異常検知
によるフェイクレビュー検知を行います。

データサイエンスに基づくフェイクレビュー対策に関する研究
20GJK02 黒木 亮人 指導教員：成 凱教授
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研究概要：
現代社会では、様々な企業・機関がサービス提供

を行うため、多くの個人情報やパーソナルデータを
収集し活用している。その中で、データの漏洩、プ
ライバシー侵害などのことがよく起きている。人々
がプライバシー保護に対する関心が高まっている。
パーソナルデータを含むデータを提供するに当

たっては、提供されたデータから個人を特定される
リスクを低減させるために加工処理を施す必要であ
る。既存のデータ加工手法として、仮名化、匿名化
等があるが、しかし、加工されたデータが解析目的
を満たせなかったり、データの有用性が低下したり
することがある。本研究では、データ拡張の手法に
より匿名化アルゴリズムを改良することを提案し、
匿名性とデータの有用性の両立を目指す。

20GJK03 趙 文峰 指導教員：成 凱教授
プライバシー保護データ解析のためのデータ拡張

元データ

匿
名
化
処
理

匿名化
されたデータ

匿名性が高
いが、解析
の精度が低

い

データ公開

データ拡張 合成データ

データ公開

安全性が高
く、解析の
精度も高い

研究概要：
大規模の音楽データベースから聴きたい楽曲を効

率的に探し出す楽曲検索技術がますます重要になっ
ている。その検索手段の中で、ユーザがハミングす
ることで検索できる鼻歌検索がよく使われる。鼻歌
検索を行う際に、楽曲の持つ特徴を定量化する特徴
量が必要である。特徴量とは分析すべきデータや対
象物の特徴・特性を、定量的に表した数値である。
特徴量は微生物同定、姿勢認識、画像認識、音楽検
索などの分野で応用される。
鼻歌検索に利用可能な特徴量としてMFCC、過零

率など様々あるが、各種の特徴量の有効性はまだ体
系的に解明されていない。本研究では、鼻歌検索に
おけるよく使われる楽曲特徴量を考察し、各楽曲特
徴量の抽出実験を行い、それぞれの信憑性と有効性
の評価を行う。

鼻歌検索のための特徴量の抽出と評価
20GJK04 張 夢堯 指導教員：成 凱 教授



シミュレータ機

実機

ロボット近年、ロボットが自律的に環境を学習し動作
する技術が注目されています。自律的に走行す
る掃除ロボットや配送ロボットは現在地から目
的地までの最適な経路を正確かつ滑らかに移動
することが求められています。
本研究対象である二輪自律型走行ロボットは

搭載するセンサを駆使してその場の環境を認知
し、認知した状況から次の行動(移動)を判断し
ます。そして、実際にモータ等を駆動し行動し
ます。この認知・判断・行動のうち判断を実現
する技術として機械学習を利用します。この学
習は実機のロボットやシミュレータ上に仮想的
に実現したロボットを用いても行います。
今後、この研究は走行ロボット全般に適用で

きる汎用的な学習手法として発展することが期
待されます。

二輪自律型走行ロボットを対象とした機械学習の研究
20GJK05 中島輝紀 指導教員：安武芳紘准教授
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大学の授業では、演習科目がある。COVID-19の影響
で遠隔授業でも演習科目が実施されるようになった。対
面授業での演習では浮き彫りにならなかった課題が遠隔
授業で演習を実施することで顕著になった。

演習科目を遠隔で実施するには以下のような課題があ
る。1) 演習の進捗を把握することが対面授業より難しい、
2) 他の演習担当者の様子がわからない。

そこで本研究では、上記の課題を解決するために、対
面・遠隔授業のどちらでも受講生と演習担当者を支援す
るシステムを開発する。1) に対しては、システム上で演
習の進捗を可視化することで解決を図る。演習の進捗を
可視化することで、演習の理解度が低い受講生の発見が
可能になる。2) に対しては、各演習担当者が行っている
作業内容を共有することで解決を図る。作業内容を共有
することで演習担当者が受講生の支援を円滑にできるよ
うになる。

対面・遠隔授業で利用可能な演習支援システムの開発
20GJK06 本村涼 指導教員：下川俊彦教授
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研究概要：
SNS上で自由に発信された情報の中で政治的・利

益的な意図を持って拡散されるデマ情報も含まれて
おり、社会問題となっている。デマ対策の一環とし
て、デマ検知を素早く行う必要がある。
デマの特徴は誇張表現を使って民衆を恐怖させ、

焦慮させ、感情的な策略を用いて感情を煽動するた
め、感情分析によってデマ検知を効果的に行えると
期待される。既存の研究では、機械学習を採用して、
結果はデータセットに依存する場合が多い。また、
デマ検知への感情分析の応用についてまだ十分に研
究されていない問題点がある。
本研究ではテキストの感情分析により感情の極性

と感情の強度を分析し、それに基づくデマ検知アル
ゴリズムを開発する。

感情分析に基づくデマ検知アルゴリズムの開発
21GJK01 QU LIJING 指導教員：成凱教授
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研究概要
近年、IoTアプリケーションで生成される大量のデータを処理す

るためのソリューションとして、クラウド・コンピューティン
グ・パラダイムが考えられている。クラウドコンピューティング
では、高性能なサーバーを収容するクラウドデータセンターが処
理の中核となる。しかし、データセンターの数が限られているこ
と、インターネットの接続が断続的であること、伝送遅延がある
ことなどが、一部のアプリケーションにリアルタイムで対応する
ための障害となっている。エッジ・コンピューティングと呼ばれ
る、データの発生源に近い場所（エッジ・サーバー）でのデータ
処理が、上述のクラウド・コンピューティングの限界を解決する
有効な手段となる。その際、計算/タスクのオフロードが、エッジ
サーバの限られた処理能力を補強するための戦略となるのだが、
どのエッジサーバに計算/タスクをオフロードするかが重要な問題
である。

本研究では、近隣のエッジサーバの処理状況や関連情報を定期
的に収集する戦略を検討する。この収集された情報は、どのエッ
ジサーバに負荷をかけるかを決定するために使用される。同様に、
機械学習を用いて、古い収集データに埋め込まれた情報を利用し、
プロアクティブなエッジサーバの選択を支援することを検討する。

写真・図表など

エッジコンピューティングにおける計算オフロードのための効率的なエッジ
ノード発見戦略 21GJK03 高砂勇斗 指導教員：B. O. Apduhan教授

写真・図

図1 エッジノード間での計算オフロード

図2 オフロード先の決定手法


